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第74 回全国英語教育研究大会（埼玉大会） 実施報告 

 

はじめに 

2024（令和６）年11月15日（金）・16日（土）、第１日をサンシティホール（越谷サンシティ）、第２日

を獨協大学西棟を会場に、第 74 回全国英語教育研究大会（埼玉大会）（以下、全英連埼玉大会）を開催し

た。前年度の全英連愛媛大会が４年ぶりの対面式で行ったが、今回の全英連埼玉大会ではコロナ前に実施さ

れていた全英連大会の目玉でもある小中高の実演授業を復活させ、県内及び全国各地から 800 名以上の参

加があった。 

「『“シン・英語教育”～four skillsからskill integrationへ、そしてcompetencyの育成へ～』を大

会テーマとして、グローバル化・高度情報化が急激に進展する変化と挑戦の時代に生きる児童生徒にとって

必要な英語教育とは何かを、小中高の学びの観点から探る。」を全英連埼玉大会の目的とした。全英連埼玉

大会は、埼玉県英語教育研究会（義務教育）と埼玉県高等学校英語教育研究会が協力し、発表者は全て埼玉

県の教員が行い、普段の授業で実践している取り組みを発表することにした。 

 

基調講演 

 第１日の午前中に全国英語研究団体連合会（以下全英連）総会を行い、その後、一般社団法人教育環境デ

ザイン研究所理事・国立教育政策研究所初等中等教育研究部総括研究官・東京大学生産技術研究所リサーチ

フェローの白水始氏を講師としてお迎えし、大会テーマである「「“シン・英語教育”～four skills から

skill integrationへ、そしてcompetencyの育成へ～」を演題に基調講演を行った。 

 白水氏は知識構成型ジグソーの研究・普及等で長年に渡り埼玉県教育委員会との深いつながりがあり、フ

ィリピンやシンガポールの小学生への実証研究を基に、学習科学の観点から「Scaffolding/Scaffold（足場

かけ）」をキーワードに講演を導入した。その後、実際に参加者に“Dictogloss”のワークショップをやっ

てもらい、「聞く」一つをとっても，その結果を話し合い，音・文法・意味を連携させる学び方があること

を理解させ、four skillsは切っても切り離せないほど絡み合っていることを実体験させた。更に、「対話

しながら考える」教育が言語学習でやれるとよい、そのためには対話には内容がいると示唆し、実際にCLIL

と知識構成型ジグソー法を使った事例を紹介した。それらを通して、白水氏は大会テーマにある“competency”

についてのご自身の見解を参加者に示した。最期に、テクノロジーとネットワークを利用した学びに関して、

仮説検証型授業研究の事例を紹介した。 

 白水氏は英語教育がご専門というわけではないが、学習科学の立場から多くの実証研究の事例を示し、こ

れからの英語教育の在り方に多くの示唆を与えてくれた。参加者からも多くの賛辞をいただいた。 

 
授業実演 

授業実演については、全英連埼玉大会の企画段階から、前さいたま市教育委員会教育長の細田真由美氏が

小学校及び中学校の実演授業についてさいたま市が全面的に協力する意向を示してくれたことで、発表者

の人選に大きな障壁はなく、更に所属長である校長の支援も得られたことで比較的順調に事が運んだ。会場

の和やかな雰囲気のおかげで、授業実演に参加した児童生徒も普段の授業のようにリラックスしており、多

少のハプニングはあったものの成功裏に終わった。 
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小学校授業実演 

さいたま市立鈴谷小学校 第６学年 

授業者 渡邊 瑞月 教諭 

指導助言者 埼玉大学 教育学部 及川 賢 教授 

テーマ 相手意識をもち、自ら進んで既習事項を使いコミュニケーションを図ろうとする態度を 

育む授業づくり 

 「おすすめの場所の魅力やできること」を友達やALTに伝えるためにWe can eat/see/play/visit/buy等

を学ばせた。既習の表現や語彙を活用して、自分たちの思いに近い表現を使って発表することを目標とした

授業を展開した。It's delicious.、It's big. などの形容詞を使った表現も使い、魅力がより伝わりやす

い提案となるようにグループで作戦を立てさせた。その後、発表の形式をプレゼンテーションではなく、ALT

の提示した条件にあった提案ができるかを意識した児童同士のディスカッションを行った。授業者は、Small 

Talk や中間指導を適切に行い、中学校の学習とのつながりを意識した単元構成を展開することを心掛けて

いた。既習表現を使って自分の思いに近い表現を選びながら、相手意識や目的意識をもって、児童たちは自

分たちの考えをまとめいた。 

 

 

中学校授業実演 

さいたま市立原山中学校 第３学年 

授業者 黒﨑 輝 教諭 

指導助言者 釧路市教育委員会外国語教育アドバイザー 平木 裕 氏 

テーマ 生徒の主体的な学びを促す言語活動の工夫 

 授業者は、The Great Pacific Garbage Patch (pp.75-81) SUNSHIE ENGLISH COURSE 3 開隆堂を教材に、

SDGs の視点に立って、自分たちが今の日本に何ができるか、何をすべきか、について、グループで事実や

自分たちの考えを整理して伝えたり、相手からの質問に対して答えたりできるようになることを目標とし

た授業を知識構成型ジグソー法の手法を用いて展開した。ジグソーリーディングで導入し、生徒はタブレッ

ト端末を活用して、自分が担当する英文を確認し、自分が読んで理解した内容を班員に伝え、お互いにメモ

を取りながら、英語で情報を交換した。その後、エキスパートで集まり、情報確認を行い、班内で協力して、

バラバラにされた英文を正しい順序に並び替え、それぞれの班が理解した内容を会場の参加者へ伝えるな

ど会場を巻き込んだ授業実演となった。 
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高等学校授業実演  

埼玉県立伊奈学園総合高等学校 第３学年 

授業者 降籏 康善 教諭 

指導助言者 上智大学文学部 池田 真 教授  

テーマ 教科書内容に向き合った言語活動と資質・能力の向上を目指した課題の設定 

 授業者は、“Extinction of Language”を教材に「消滅危機言語関連の語彙の習得」「言語消滅の原因理解」

「消滅危機言語保護の意義の理解」を理解させたうえで、グローバル言語（英語）を学習する意味と消滅危

機言語保護についてそれぞれの利点を英語で自分の意見を加えて言えるようになること、グローバル言語

と消滅危機言語の共存の方法について自分の意見を言えるようになることを目標に授業を展開した。生徒

間、生徒教員間でのディスカッションを通じて内容に関して掘り下げ、思考を深めていくとともにディスカ

ッションの問いは批判的思考力を育てるようなものに努めていた。授業者と生徒とのやり取りの中でオー

プン・エンドな問いを生徒にも考えさせ、生徒は即興的に自分の考えを述べてり、会場から大きな拍手をい

ただいていた。 

 

 

懇親会・分科会 

 第１日は、獨協大学コミュニティスクエアにて懇親会を行った。講演者、指導助言者を始め、多くの参加

者に楽しんでいただいた。立食のビュッフェ形式でお互いの情報交換・意見交換に大変役立ったものと思わ

れる。 

第２日は会場を獨協大学西棟に移し、分科会を行った。前半と後半の２部構成とし、埼玉県内の発表者が、

小学校３名，中学校10名、高校16名、計 29 本（授業実演の分科会も含む）の分科会を開催した。それぞ

れの分科会には、全国から大学教授等を指導助言者として配置させていただいた。どの分科会もレベルの高

い実践事例を公開し、発表者、指導助言者との協議を通して、参加者全員が研修を深めることができた。 

  



5 
 

令和７年７月１０日 
都道府県教育委員会教育長   様 
区市町村教育委員会教育長   様 
小学校・中学校・義務教育学校・ 
中等教育学校・特別支援学校・ 
高等学校の校長        様 
英 語 担 当 指 導 主 事    様 
外国語活動・外国語・ 

英語科担当者           様 

 

    全国英語教育研究団体連合会（全英連）  

会 長 石田  健司 

（東京都立小金井北高等学校長） 

全国英語教育研究会大会和歌山大会実行委員会 

委員長 林  和哉 

（和歌山県立星林高等学校長） 

 
第７５回全国英語教育研究団体連合会総会・全国英語教育研究大会（全英連和歌山大会）開催要項 

兼第63回近畿公立中学校英語教育研究会連絡協議会和歌山大会 

 

このたび、標記総会及び研究大会を下記要領により、ここ和歌山の地にて43年ぶりに開催いたしますのでご

案内申し上げます。本大会開催にあたり、関係各位のご尽力に深く感謝申し上げます。 

グローバル化と急速な情報化が進む中、小中高の児童、生徒たちに求められる英語力も大きく変容していま

す。知識の習得にとどまらず、他者とつながり、共に学び合う力を育む教育が、今まさに求められています。 

本大会では、「学びのWAをつなぐ英語教育―新しい時代を主体的に生き抜くLifelong Learnersの育成を目

指して」をテーマに掲げ、挑戦と可能性に満ちた新たなフェーズに差しかかった英語教育の在り方を全国の皆

さまと共に探究したいと願っています。全国各地からのご参加を心よりお待ちしております。 

 

記 
 

１ 開催関係団体 

主  催 全国英語教育研究団体連合会（全英連） 

後  援     文部科学省、和歌山県、和歌山県教育委員会、和歌山市、和歌山市教育委員会 

大会運営 全英連和歌山大会実行委員会 
 
２ 目 的  「学びのWAをつなぐ英語教育  

―新しい時代を主体的に生き抜くLifelong Learnersの育成を目指して」 

学びとつながりの中で育まれる、新しい時代に求められる力を涵養すべく、本大会では、本県の英語

教  

育の英知を背景に、『学びのWA』というスローガンに基づき、和（調和、和歌山）、輪（連携）、話 

（対話）を通じた英語教育の在り方を探ります。小・中・高を通じた英語教育を、単なる言語スキル習 

得の枠を超え、主体的に未来を切り拓くLifelong Learners−「生涯にわたって学び続ける人材」の育 

成に結びつける新たな視座を提示しつつ、本県および近畿各地の教育現場からの実践事例や議論を通

じ 

て、英語教育の進化を共に考える場といたします。 
 

３ 期 日 令和７年１１月１４日（金）・１５日（土） 
 

４ 会 場 【第１日 １１月１４日（金）】和歌山県民文化会館 大ホール 

  【第２日 １１月１５日（土）】和歌山県立向陽中学校・高等学校 
 

５ 日 程 

    第１日 １１月１４日（金）   会場：和歌山県民文化会館 大ホール 
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    9:00～ 9:30 受 付 

9:30～10:45 総 会 

１．開会の辞        ５．会務報告 

２．会長挨拶         ６．感謝状贈呈 

３．祝辞          ７．閉会の辞 

４．来賓紹介 

   10:55～12:25 基調講演 

           演 題：「学びのＷＡをつなぐ英語教育―「ことば」と「こころ」が離れない授業を目指して」 

           講 師： 大阪教育大学 多文化教育系 教授 加賀田 哲也 氏  

    12:25～13:55 昼食・業者展示 

   13:55～14:45 小学校 実演授業（45分）（動画発表) 

発表者 和歌山市立岡崎小学校 教諭 横矢 晴美   

指導助言者 関西外国語大学 教授 直山 木綿子 氏    

15:00～15:55  中学校 実演授業（50分）（舞台発表） 

発表者 みなべ町立南部中学校 教諭 虎伏 泰資   

指導助言者 和歌山市立紀之川中学校 校長 前和歌山大学 准教授 植西 仁美 氏   

16:10～17:05 高等学校 実演授業（50分）（動画発表） 

発表者 和歌山県立耐久高等学校 教諭 岩﨑 祐矢   

 指導助言者 大阪教育大学 教授 加賀田 哲也 氏  

18:30～20:30 懇親会（会場：ダイワロイネットホテル和歌山） 
       

    第２日 １１月１５日（土）   会場：和歌山県立向陽中学校・高等学校 

＊9:00～9:30 受付   9:30～11:00（90分）分科会第1部   11:25～12:55（90分）分科会第2部 

＊分科会資料については大会当日お示しするQRコードからウェブ上で配布します。スマートフォン、タブレット

などのデバイスをご持参ください。 

＊分科会参加希望者数により、ご希望に添えない場合があります。 

   【 9:30～11:00 分科会第1部 分科会番号１～１３】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

番号 校種 テーマ 発表者 所属 指導助言者

1
【小学校授業提案】
小中の円滑な接続を目指した外国語教育
―音から文字への指導と海外との交流を通して

横矢 晴美 和歌山市立岡崎小学校 直山木綿子
関西外国語大学

2
Small Talkを中心とした方略的能力の育成
―他者意識をもってコミュニケーションを図る資質・能力の効果的な指
導を目指して

森川 英美 和歌山市立藤戸台小学校 尾上 利美
和歌山大学

3 生成AIの活用によるアウトプット力の改善―1st speaking→
Writing→2nd speakingのサイクルを柱として 髙橋 健太 和歌山県立向陽中学校 向後 秀明

敬愛大学

4 教科書の世界と生徒の日常をつなぐ―思考力・判断力・表現力を育
む、生徒の主体性を引き出すリーディング指導 山本 展生 和歌山市立紀伊中学校

菅　正隆
大阪城南女子短期大学

大阪総合保育大学短期大学部

5 生徒が主役になれる、生徒の主体性を育む授業デザイン法 德山尚太朗 橋本市立高野口中学校 瀧沢 広人
岐阜大学

6 インクルーシブな英語授業の設計と実践
―多様な学習ニーズに応える教材と活動の工夫 辻　彩香 白浜町立日置中学校 村上加代子

武庫川女子大学

7 【高等学校授業提案】
競争から共創へ―持続的ウェルビーイングを追求する授業経営 岩﨑 祐矢 和歌山県立耐久高等学校 加賀田哲也

大阪教育大学

8 自律した英語学習者を目指した「主体的で対話的で深い学び」のフ
レームワーク 松山 知紘 大阪府立大手前高等学校 小橋 雅彦

ノートルダム清心女子大学

9 教科書本文の映像化―自律的な学習者の育成を目指して 山田 一騎 和歌山県立桐蔭高等学校 溝畑 保之
桃山学院教育大学

10
"Collaborating with AI to Enhance English Learning in
Japanese High Schools" 「高校英語教師はAIとどのように協
働、生徒の学びを深められるか」

加藤 統久 和歌山県立橋本高等学校 山下 朋美
立命館大学

11
英語コミュニケーションや論理・表現の授業づくりと評価
―文法構文基礎力と主体的・対話的で深い学びを実現する授業の
試み

森田 琢也 うつほの杜学園小学校
(前大阪教育大学附属高等学校池田校舎）

麻生 雄治
大分大学

12 音読習慣からアウトプット能力の向上を図る 山田 真依 和歌山県立海南高等学校 今井 裕之
関西大学

13 専門高校における英語教育の多面的展開―主体的な言語活動を
中心とした授業構成の取り組み 瓜生万美子 兵庫県立姫路商業高等学校 前田 昌寛

金沢星稜大学

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校
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  【11:25～12:55 分科会第2部 分科会番号１４～２６】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 全国理事会（大会前日）日 時：令和７年１１月１３日（木）14:30～16:00 

             会 場：和歌山県民文化会館 3階 特別会議室 

 

７ 会   費   

参加費  一般参加者 6,000円、小学校教員 3,000円、学生参加者 2,000円 

     昼 食  弁当・お茶  1,400円［14日(金)のみ］ 

     ＊参加費、昼食、懇親会費につきましては、事前振り込みをお願いします。 

 

８  懇  親  会 

     参加者の皆様と記念講演者、指導助言者、授業実践者、分科会発表者の皆様が気軽に懇談や情報交換できる

場にしたいと考えます。ぜひご参加ください。参加希望の方は後述のウェブサイトからお申込みください。 

     日 時：第１日 １１月１４日（金）18:30－20:30 

     場 所：ダイワロイネットホテル和歌山  ４階 「ボールルームグラン」 

     参加費：8,000円（当日受付はありません） 

 

９  参加申し込みおよび会費納入方法 

     (1) 参加は、後述の専用サイトに必要事項を記入しウェブ申し込みしてください。ファックスでの申し込み

はございません。大会参加のみ、当日受付もしています。 

     (2) 事前申し込みは、７月２３日（水）～９月２４日（水）の期間にお願いします。 

     (3) 申し込み後、ウェブサイトに予約内容が反映されますのでご確認ください。 

     (4) 費用明細につきましてはウェブサイトで確認の上、９月２６日（金）までに、クレジットカード支払い

もしくは指定口座へのお振込みをお願いいたします。（手数料は参加者負担となりますので、ご了承く

ださい） 

 

番号 校種 テーマ 発表者 所属 指導助言者 備考

14 学びたい心と教える喜びがつながる輪 ―児童と指導者を支える持続
可能な指導法 城戸 知樹 田辺市立新庄小学校 直山木綿子

関西外国語大学
和歌山県

15 コミュニケーションの必然性を生み出す教科横断的な授業づくり 中岡 正年 和歌山大学教育学部附属小学校 尾上 利美
和歌山大学

和歌山県

16
【中学校授業提案】
論理的、批判的思考を高める指導 ―瞬発的に対応できる生徒の
育成をめざして

虎伏 泰資 みなべ町立南部中学校 植西 仁美
和歌山市立紀之川中学校

和歌山県

17 パフォーマンステストで見える学び ―指導と評価の一体化を目指して 大野  傑 和歌山市立東中学校
菅　正隆

大阪城南女子短期大学
大阪総合保育大学短期大学部

和歌山県

18 ライティングスキルを伸ばすための具体的な活動 谷口莉佳子 橋本市立高野口中学校 小橋 雅彦
ノートルダム清心女子大学

和歌山県

19 学習指導要領の趣旨を踏まえた英語科における学び合い学習の実
践事例 ー校長の示範授業から 戸川 定昭 和歌山県立海南高等学校

（前和歌山市立河北中学校）
瀧沢 広人
岐阜大学

和歌山県

20 EFLの授業におけるMeaningful Communicationと
Collaborative Learningの創出 三龍 直子 和歌山県立向陽高等学校 向後 秀明

敬愛大学
和歌山県

21 AIを活用したスピーキング指導 南部 久貴 滋賀県立彦根東高等学校 金丸 敏幸
京都大学

滋賀県

22 生徒の主体性を高めるために ―昨日までの自分を超えたくなるような
自己内省の取り組み 小川  茜 和歌山県立新宮高等学校 前田 昌寛

金沢星稜大学
和歌山県

23 「話すこと」の力を伸ばすための授業実践とパフォーマンス評価
―持続性をキーワードに 松山 貴裕 和歌山県立桐蔭高等学校 麻生 雄治

大分大学
和歌山県

24 教科書のテーマから概念形成を目的とした英語授業の実践 山本 英樹 奈良県立奈良高等学校 溝畑 保之
桃山学院教育大学

奈良県

25 生徒の自己調整力を伸ばし、主体的に学習に取り組む態度につなげ
る生成AIを活用した表現活動について 榎本三紀子 和歌山県立熊野高等学校 山下 朋美

立命館大学
和歌山県

26 リテリングを用いたスピーキング指導 山田 大将 和歌山県立田辺高等学校 今井 裕之
関西大学

和歌山県

高
等
学
校

小
学
校

中
学
校
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     (5) 「大会参加券」「宿泊利用券」「懇親会参加券」等はお申込みウェブサイトのマイページよりご自身で印

刷をお願いいたします。旅行業者（東武トップツアーズ株式会社）からの発送はございません。 

     (6) 旅行業者の宿泊斡旋を希望されない方も、参加申し込みおよび大会参加費、紀要代金等は当ウェブサイ

トでの登録・振り込みが必要です。 

     (7) 申し込みウェブサイト（「全英連和歌山大会」で検索することもできます） 

        https://sec.tobutoptours.co.jp/web/evt/englishwakayama2025/ 

 

10 宿   泊 

     大会前日１１月１３日（木）～第1日１４日（金）まで大会参加者にホテル（１泊朝食付）を斡旋しま 

す。上記ウェブサイトでお申し込みください。 

 

11 「第７５回全英連和歌山大会紀要」予約受付 

     「大会紀要（1,500円送料込）」をご希望の場合は、上記ウェブサイトでお申し込みください。大会当日の受

付でも申し込みが可能です。「紀要」がお手元に届くのは、令和8年3月頃となります。なお、DVDの販売は

予定しておりません。 

 

12  著作権・肖像権・知的財産権について 

     本大会の記念講演、授業実演発表、授業動画発表、分科会発表において、講演者・発表者が提供するすべて

の知的財産（講演内容、発表内容、論文データ等）権、及び肖像権、その他の一切の権利は、全英連及び講

演者・発表者に帰属します。 

 

13  会場へのアクセス 

     第1日 全体会 和歌山県民文化会館 大ホール 〒640-8269 和歌山市小松原通１丁目１ ℡ 073-436-1331 

            ○ 南海電鉄「和歌山市駅」より、徒歩 約20分、タクシー 約5分、バス 約10分（2番のりば） 

「県庁前」バス停下車（バス停より約300m・徒歩約4分） 

〇JR「和歌山駅」より、徒歩 約35分、タクシー 約10分、バス 約10分（2番のりば） 

「県庁前」バス停下車（バス停より約300m・徒歩約4分） 

     第2日 分科会 和歌山県立向陽中学校・高等学校 〒640-8323 和歌山市太田127 ℡ 073-471-0621 

〇JR「和歌山駅」東口より、徒歩 約17分、タクシー 約5分、バス 約10分（東口5番のりば 90系統【〈秋月経由〉紀伊風   

土記の丘ゆき】）「向陽高校前」バス停下車（徒歩約1分）、わかやま電鉄「日前宮駅」下車（駅より約240ｍ・徒歩約3分） 

 

14  連絡先 

(1) 【大会参加についてのお問い合わせ】 

  東武トップツアーズ株式会社 和歌山支店  

（第75回全英連和歌山大会担当 川口、竹村、鈴木） 

 〒640-8331 和歌山市美園町３丁目３２−１ 損保ジャパン和歌山ビル6階 

℡ 050-9001-6309 mail 20251114_wakayama@tobutoptours.co.jp 
 

(2) 【大会についてのお問い合わせ】 

        〈大会全般〉 

          全英連和歌山大会実行委員会 事務局 

宇野 健二 特任教員  

℡ 073-457-7245 mail uno2231@wakayama-u.ac.jp 
  

        〈近畿公立中学校英語教育研究会連絡協議会関連〉 

                     全英連和歌山大会実行委員会 副委員長 

清水 美晴 橋本市立隅田中学校 校長  

℡ 0736-32-0729  mail sujhch@hashimoto.ed.jp 

 

 

https://sec.tobutoptours.co.jp/web/evt/englishwakayama2025/
mailto:20251114_wakayama@tobutoptours.co.jp
mailto:uno2231@wakayama-u.ac.jp
mailto:sujhch@hashimoto.ed.jp
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第 18 回 全国高等学校英語スピーチコンテスト実施要項 
1. 趣 旨 わが国の高校生の英語による表現力を伸ばし、英語学習に対する関心を高めるとともに、国際 
的視野を持つ人材の育成に資する。 
2. 主 催 全国英語教育研究団体連合会（全英連） 
3. 後援（昨年度実績） 文部科学省、外務省、東京都教育委員会、読売新聞社、ブリティッシュ・カウンシル、 
 カナダ大使館、アメリカ大使館、ＮＨＫエデュケーショナル 
4. 大会運営 全国英語教育研究団体連合会高校部会事業部 
5. 実施概要  
⑴ 都道府県大会（以下、県大会とする）を実施し、県大会で選ばれた代表がブロック大会に臨み、ブロック 
大会で選ばれた代表が東京での全国大会に臨む。 
⑵ 全国大会は、ブロック大会の成績優秀者（各ブロック２名）により行う。  
⑶ ブロック大会は、県大会の成績優秀者により行う。ブロックは次の９つとする。 
北海道、東北、関東甲信越、東京、東海北陸、近畿、中国、四国、九州 
⑷ 県大会の成績優秀者は、各都道府県の高等学校英語教育研究団体が主体的に選考する。 
⑸ 全国大会は、第 1 部、第 2 部の 2 部制とする。（各部の参加資格については、8．参加資格の項を参照） 
各ブロックは、第１部に１名以上の参加者を出すものとする。 
 ⑹ 第 2 部において Questions & Answers ( Interaction=「やり取り」) を実施する。 
6. 期 日 ① 2026 年２月７日（土）オリエンテーション 15:00~ リハーサル 16:30～（予定） ② 2026 年２月８日（日）第 18 回全国高等学校英語スピーチコンテスト 
時 程 9:30 開会式 
 9:45~12:40 スピーチ開始~終了 
 14:00（予定） 閉会式（賞状授与） 
 閉会式後、審査員からの個別講評の時間 ※参加者は２日間とも出席すること。  
7. 会 場 国立オリンピック記念青少年総合センター カルチャー棟 大ホール 
8. 参加資格  
わが国の高等学校および高等専門学校（１～３学年）などの学校に在籍し、全英連の各ブロック大会に 
おいてブロック代表として選出された生徒とする。（１ブロック２名以内とする。） 
ただし、過去に全国大会にて入賞した者は参加できない。 
 第１部に参加できる者は、下記(a)～ (c)のいずれにも該当しない生徒とする。 
(a)満５歳の誕生日以後に、通算 1 年以上または継続して６ケ月以上、英語圏（英語を第一言語、公用語、また

は公 
用語に準ずる言語として使用する国、地域）に居住した者。 ※英語圏詳細については別途、全英連ホームペー 
ジに掲載する。ホームページ掲載は、６月下旬の予定。 
(b)日本国内、海外を問わず、６ケ月以上、英語以外の教科に関し、実態として英語による教育を行っている学

校（ア 
メリカン・スクール、インターナショナル・スクール、または授業科目の半分以上を英語で教育を行っている学

校 
を含む）に在籍し、その教育を受けたことのある者。 
(c)満５歳の誕生日以後に、保護者または同居親族に、英語を母語とする者、もしくは英語圏出身の者がいる場

合。  
9. 論 題  
自由（未発表のオリジナル原稿による prepared speech） 
 ただし、ブロック大会、全国大会を通じて、スピーチの内容に大きな改変を加えてはいけない。 
生成ＡＩによる生成物を自己の成果物として提出・発表するのではなく、自分自身による思考形成を経た、 
自らの意思や情熱を表現した原稿を発表すること。 
10. 制限時間 ４分３０秒～５分３０秒  
11. 審査基準 第 1 部 内容 Content 50 点、英語 English 30 点、話し方 Delivery 20 点、 合計 100 点 
 Questions & Answers (Interaction) は実施しない。 
 第２部 内容 Content 50 点、英語 English 30 点、話し方 Delivery 20 点、 
Questions & Answers (Interaction) 20 点 合計 120 点 
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12. 審 査 員 審査委員長 鳥飼玖美子（立教大学名誉教授） 
審査委 員 新崎隆子（会議通訳者）、ゲーリー・スコット・ファイン（元東海大学教授）、 
ピーター・バラカン（ブロードキャスター）、ケイト・エルウッド（早稲田大学教授）、 
鈴木希明（中京大学准教授）、米山明日香（青山学院大学准教授）、 
13. 全国大会への参加費用  
参加生徒の往復旅費・宿泊費は、全英連は負担しない。 
14. 引 率 参加生徒は必ず教員が引率する。  
[附則] 
1．参加資格  
⑴ 参加資格の項にある学校に在籍する外国籍の生徒も参加できる。ただし、留学生は参加できない。 
米軍基地内の学校のように、外国の学校に在籍する生徒は参加できない。 
参加者は学校長の推薦を必要とする。参加者については、当該学校長は推薦の際、参加資格に抵触しない 
ことを証するものとする。 
 ⑵ 検討が必要とされる場合は、全英連高校部会事業部が判断する。  
2. 制限時間  
⑴ 計時は、生徒の第１声から開始する。 
⑵ 4 分、4 分 30 秒、5 分、5 分 30 秒の時点で時間を示す。 
⑶ 4 分 30 秒に満たない場合、または 5 分 30 秒を超えた場合は、減点する。 
⑷ 第２部の Questions & Answers (Interaction) は、制限時間には含めない。 
3. 審査  
 ⑴ 第１部、第２部の審査・表彰はそれぞれ個別に行う。 
 ⑵ 内容・英語・話し方（第２部は、Questions & Answers (Interaction）を含む）の観点を踏まえ、スピー 
チを総合的に審査する。 
 ⑶ 各審査委員の順位を集計し、それを基に審査委員で協議し最終順位を確定する。 
4. 宿泊  
 宿泊を必要とする参加者は、原則、各自で手配する。 
5. 著作権  
本大会参加生徒のスピ－チの著作権は主催者に帰属する。 
6. その他  
発表者はマイクを使用する。 
  
全国英語教育研究団体連合会（全英連） http://www.zen-ei-ren.com/ 
 [事務局所在地] 〒162-0808 東京都新宿区天神町１番地 天台ビル６Ｆ  
TEL/FAX: 03-3267-8583 
  
[ブロック大会問い合わせ先]  
＊各都道府県大会に関しては、学校を通して各都道府県の担当者にお問い合わせ下さい。  
ブロック 責任者 所属校 ブロック 責任者 所属校 
北海道 高椋 勇一 北海道札幌東高等学校 近 畿 山本 英樹 奈良県立奈良高等学校 
東 北 成田 桂 秋田県立大館桂桜高等学校 中 国 加藤 敦子 山口県立光高等学校 
関 東 
甲信越 石井 典子 茨城県立太田第一高等学校 四 国 足達 敬子 高知県立須崎総合高等学校 
東 京 櫛野 千織 東京都立三田高等学校 九 州 田中 秀和 佐賀県立鹿島高等学校 
東 海 
北 陸 
林 輝将 岐阜県立飛騨高山高等学校 
  
[全国大会問い合わせ先] 全英連高校部会事業部長 佐藤 ルミ（東京都立西高等学校） 
 〒168-0081 東京都杉並区宮前４－２１－３２ 
メールアドレス Rumi_1_Satou@member.metro.tokyo.j  

http://www.zen-ei-ren.com/
mailto:Rumi_1_Satou@member.metro.tokyo.j
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全国大会開催地ローテーション 

（ ）内は、都道府県数 

 

  

2018年(平成30年) 近畿地区(6) 

 滋賀   京都  大阪  兵庫  奈良  和歌山 

2019年(平成31年) 東海・北陸地区(7) 

富山  石川  福井  岐阜  静岡  愛知   三重  

2020年(令和2年) 東京(1)  新型コロナウイルス感染予防のため中止 

 

2021年(令和3年) 北海道・東北地区(7) 

北海道  青森  岩手  宮城  秋田   山形   福島 

2022年(令和4年) 九州地区(8) 

福岡   佐賀   長崎  熊本  大分  宮崎  鹿児島  沖縄 

2023年(令和5年) 中国・四国地区(8) 

島根  岡山  広島  山口  徳島  香川   愛媛   高知 

2024年(令和6年) 関東・甲信越地区(9) 

茨城  栃木  群馬   埼玉   千葉  神奈川  新潟  山梨  長野 

2025年(令和7年) 近畿地区(6) 

滋賀  京都  大阪  兵庫  奈良   和歌山  

2026年(令和8年) 東海・北陸地区(7) 

富山  石川  福井  岐阜   静岡   愛知  三重 

2027年(令和9年) 東京(1) 

  

2028年(令和10年) 北海道・東北地区(7) 

北海道  青森  岩手   宮城   秋田   山形   福島 

2029年(令和11年)  九州地区(8) 

福岡   佐賀   長崎  熊本  大分  宮崎  鹿児島  沖縄 

2030年(令和12年) 中国・四国地区(8) 

島根  岡山  広島  山口  徳島  香川   愛媛   高知 

2031年(令和13年) 関東・甲信越地区(9) 

茨城  栃木  群馬   埼玉   千葉  神奈川  新潟  山梨  長野 

2032年(令和14年) 近畿地区(6) 

滋賀  京都  大阪  兵庫  奈良   和歌山  


